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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
者
の
養
成
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
市
町
村
社
協
が
主
体
と
な
り
設
置
・
運
営
さ

れ
る
災
害
Ｖ
Ｃ
は
、近
年
、全
国
各
地
で
の
災
害
の
頻
発
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
運
営
者
の

不
足
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
県
内
で
災
害
が
発

生
し
た
際
に
、
青
年
会
議
所
や
生
活
協
同
組
合
等
と
の

「
協
働
」
に
よ
る
災
害
Ｖ
Ｃ
を
設
置
・
運
営
で
き
る
よ
う

運
営
者
の
養
成
を
目
的
と
し
た
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
全
２
日
間
の
構
成
で
、
84
名
の
方
が
参
加
し
、

災
害
Ｖ
Ｃ
に
関
す
る
基
礎
理
解
か
ら
、
災
害
関
係
団
体
に

よ
る
活
動
紹
介
、
熱
海
市
災
害
Ｖ
Ｃ
で
の
実
践
事
例
を
共

有
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
町
村
域
で
の
運
営
者
の
養
成
を
進
め
る
と
と

も
に
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
支
援
を
担
う
ス
タ
ッ
フ
の
育
成

等
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
内
の
災
害
支
援

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
の
福
祉
力
・
防
災
力

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

地域の様 な々関係者の参加と協力によって運営される
災害ボランティアセンターのこと。

協働型災害
VCとは

群
馬
県
内
に
お
け
る
災
害
時
の

福
祉
支
援
体
制
の
構
築

特集

　

災
害
時
の
福
祉
的
な
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
域
を
支
え
る
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
（
以
下
、市
町
村
社
協
）
を
中
心
と
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
に
よ
る
住
民
支
援
の
活
動
の
他
、
避
難
生
活
を
支
え
る
た
め
の
災

害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
通
称
：
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
に
よ
る
活
動
、
ま
た
、
被
災
し
た
社
会

福
祉
施
設
等
の
早
期
の
事
業
再
開
を
支
え
る
た
め
の
相
互
応
援
活
動
等
、
地
域
を
俯

瞰
し
て
見
た
と
き
に
様
々
な
場
所
で
、
多
様
な
支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
社
協
で
は
、
市
町
村
社
協
や
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
、
福
祉
専
門
職
等
の

関
係
者
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
体
制
整
備
を
図
っ
て
き
て
い
ま
す
。

研修会の様子

協働型災害VCのイメージ図

災害ボランティアセンター

市町村社協

地域
住民

その他
団体

専門職 お寺・
教会NPO 大学・

学校
青年

会議所

生協・
農協

民生
委員

企業・
労組
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群馬県内における災害時の福祉支援体制の構築

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム

（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
の
育
成
に
つ
い
て

　

災
害
時
の
避
難
生
活
に
お
い
て
、
慣
れ
な
い
生
活
環
境

や
不
安
等
か
ら
生
活
が
不
活
発
な
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
避
難
生
活
に
お
い
て
、
配
慮
が
必
要
な

方
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
直
接
死
を
免
れ
た
と
し
て
も
、

関
連
死
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
福
祉
的
な

関
わ
り
が
あ
れ
ば
防
げ
た
二
次
被
害
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
避
難
生
活
期
の
二
次
被
害
の
防
止
、
そ
し
て
、

安
定
し
た
日
常
生
活
へ
の
移
行
を
支
え
る
た
め
に
、
災
害

派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（D

isaster W
elfare Assistance 

Team

、
通
称
＝
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
の
育
成
が
全
国
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
に
お
い
て
は
、平
成
29
年
３
月
に
、県
、県
社
協
、

18
の
福
祉
関
係
団
体
で
「
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
の
派
遣

に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
締
結
し
、
こ
れ
ま
で
に
２
５
６

名
の
メ
ン
バ
ー
が
研
修
を
受
け
、
活
動
チ
ー
ム
員
と
し
て

登
録
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
平
成
30
年
７
月
西
日
本
豪
雨
で
は
岡
山
県
倉

敷
市
へ
、令
和
元
年
台
風
19
号
災
害
で
は
長
野
県
長
野
市
へ
、

群
馬
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
ぐ
ん
ま
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
を

派
遣
し
、
地
元
の
活
動
チ
ー
ム
と
と
も
に
、
被
災
者
に
寄

り
添
い
な
が
ら
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ぐ
ん
ま
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
登
録
研
修
受
講
後
、
実
践
力
を
磨

く
た
め
の
養
成
研
修
を
経
て
、
さ
ら
に
は
活
動
派
遣
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
表
紙
の
写
真
参
照
）
や
研
究
会
等
に
よ
る

平
時
か
ら
の
研
鑽
等
を
積
み
重
ね
、
有
事
の
際
に
支
援
に

関
わ
れ
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
の

事
業
継
続
計
画
の

策
定
支
援
に
つ
い
て

　

平
時
か
ら
要
配
慮
者
の
方
が
生
活
し
て
い
る
社
会
福
祉

法
人
・
施
設
に
お
い
て
も
、
災
害
に
対
す
る
備
え
は
大
切

に
な
り
ま
す
が
、
風
水
害
対
策
に
お
い
て
は
、
事
前
に
避

難
等
の
対
策
が
必
要
な
事
業
所
に
は
「
避
難
確
保
計
画
」

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
は
、
要
配
慮
者
の
生
活
に
お
け
る

二
次
被
害
の
防
止
と
の
観
点
か
ら
も
福
祉
ニ
ー
ズ
が
拡
大

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
中
断
や

休
止
と
い
う
判
断
が
選
択
で
き
な
い
場
合
も
多
分
に
あ
り

得
ま
す
。
そ
の
た
め
、
被
災
を
想
定
し
な
が
ら
も
い
か
に

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
か
を
定
め
て

い
く
「
事
業
継
続
計
画
（Business Continuity Plan 

通
称
：
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」
の
策
定
が
大
切
に
な
り
、
介
護
保
険

事
業
所
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
、
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
た
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

群
馬
県
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に
県
、
県
社
協
、
11
の

福
祉
関
係
団
体
で
締
結
し
た
「
社
会
福
祉
施
設
の
災
害
時

に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
に
基
づ
き
、

被
災
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
や
福
祉
施
設
を
対
象
に
、
協
定

締
結
団
体
と
と
も
に
毎
年
１
回
実
施
し
て
き
た
「
災
害
図

上
訓
練
」
の
他
、
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
に
よ

る
「
モ
デ
ル
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
検
討
会
」に
よ
る
実
践
を
通
し
て
、

災
害
時
に
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
が
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
で

き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
平
時
に
で
き
な
い
こ
と
は
災
害
時
に
も
で
き
な
い
。」

と
の
言
葉
ど
お
り
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
支
援
や
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

に
よ
る
避
難
所
支
援
、
さ
ら
に
は
社
会
福
祉
法
人
・
施
設

に
よ
る
早
期
の
サ
ー
ビ
ス
再
開
等
の
た
め
の
相
互
応
援
の

取
り
組
み
等
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
し
て
い
く
た
め
に

は
、
平
時
か
ら
市
町
村
社
協
や
社
会
福
祉
施
設
等
の
関
係

者
と
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、
困
っ
た
と
き
に
助
け
合
え

る
体
制
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
等
が
一
体
的
に
行
え
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
調

整
役
を
担
っ
て
い
る
県
社
協
と
し
て
も
多
様
な
支
援
展
開

に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

特 集

BCPにもとづく訓練の様子
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<<<<<<< T O P I C S県 社 協 の 活 動 や 県 内 の 福 祉 に 関 す る
情 報 を お 知 ら せ し ま す

社
協
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
役
割
を
学
ぶ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・

社
会
貢
献
セ
ミ
ナ
ー

　

11
月
11
日
（
木
）、
群
馬
県
立
群
馬

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
て
企
業
と
社
協

の
協
働
を
テ
ー
マ
に
『
令
和
３
年
度
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
・
社
会
貢
献
セ
ミ
ナ
ー
「
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

組
」』
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
企
業
と

市
町
村
社
協
53
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
形
式

で
行
わ
れ
、
始
め
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
あ
る
高
崎
商
科
大
学
特
任
教
授

の
熊
倉
浩
靖
氏
よ
り
基
調
説
明
と
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
知
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
４
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
（
ウ

エ
ル
シ
ア
薬
局
株
式
会
社
：
宮
﨑
進
一

氏
、
株
式
会
社
み
ま
つ
食
品
：
神
山
光

永
氏
、
嬬
恋
村
社
協
：
大
井
志
依
氏
、

群
馬
県
社
協
：
松
村
喜
義
）
に
よ
る
企

業
視
点
、
社
協
視
点
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
県
社
協
か
ら
は

「
社
協
の
活
動
と
把
握
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
活
動
紹
介
」、
ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

株
式
会
社
か
ら
は
「
地
域
協
働
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
ウ
エ
ル
カ
フ
ェ
の

展
開
に
つ
い
て
」、
株
式
会
社
み
ま
つ

食
品
か
ら
は
「
自
社
事
業
の
餃
子
づ
く

り
を
通
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
に
つ
い

て
」、
嬬
恋
村
社
協
か
ら
は
「
み
ま
つ

食
品
と
の
協
働
に
つ
い
て
」
で
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
達
か
ら
は

「
具
体
的
活
動
事
例
が
参
考
に
な
っ
た
」

「
参
加
企
業
団
体
と
の
交
流
の
時
間
が

欲
し
い
」等
の
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
企
業
と
社
協
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
目
指
し
な
が
ら
、
そ
の
一
助
と
し
て

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

　

10
月
28
日
（
木
）、
会
場
参
加
と
オ

ン
ラ
イ
ン
と
の
併
用
で
、
群
馬
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、

市
町
村
社
協
会
長
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
基
調
説
明
で
は
、

全
社
協
の
笹
尾
勝
常
務
理
事
か
ら
市
町

村
社
協
会
長
等
41
人
が
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
の
た
め
に
社
協
が
取
り
組
む

べ
き
課
題
や
役
割
等
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
不
安
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る

人
等
の
生
活
課
題
、
複
合
的
な
福
祉

ニ
ー
ズ
の
顕
在
化
な
ど
を
背
景
に
、
解

決
の
た
め
の
重
層
的
な
連
携
・
協
働
の

場
と
し
て
、
社
協
の
役
割
が
重
要
と
な

る
こ
と
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
地
域
生
活
課
題
が
顕
在

化
し
て
い
る
こ
と
、
貸
付
件
数
の
増
加

に
よ
る
人
員
体
制
強
化
が
急
務
と
い
っ

た
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
例
報
告
で
は
、
み
な
か
み

町
社
協
の
林
耕
平
会
長
よ
り
、
今
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
移
行
準
備
事
業
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

事
業
指
定
に
あ
た
っ
て
、
社
協
側
か

ら
積
極
的
に
役
場
に
働
き
か
け
を
行
い
、

相
互
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
町
は
、「
地
域
ま
る
ご
と
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
構
想
」
を
掲
げ
、
事
業
を

通
し
て
地
域
の
様
々
な
相
談
を
受
け
止

め
、
既
存
の
事
業
等
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
や
多
機
関
協
働
、
社
会
福
祉
法

人
等
の
地
域
貢
献
等
と
併
せ
て
行
い
な

が
ら
、
体
制
を
整
え
て
い
く
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
全
体
を
通
し
、
社
協
活
動

の
方
向
性
や
意
義
を
再
確
認
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

1

2

パネリスト達
（右から松村、宮﨑氏、神山氏、大井氏）

みなかみ町社協　林会長

熊倉浩靖 氏

全社協　笹尾常務理事
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介護・障害福祉分野就職支援金

● 子どもの預け先を探す際の活動費
● 介護に係る軽微な情報収集や学び直し代（講習会、書籍等）
● 被服費等（ヘルパーの道具を入れる鞄、靴など）
● 転居を伴う場合の費用（敷金礼金、転居費など）
● 通勤用の自転車・バイクの購入費など

就職支援金（貸付額（上限）20 万円）

貸 付

介護職員

他業種等で働いていた方等 (※1) であって
一定の研修等 (※2) を修了 (※3) した方

借り受けた就職
支援金の返済を
全額免除。

借り受けた就職支援金
を群馬県社協に返済。

定着を促進2 年間、介護・障害福祉分野の
職員として継続して従事

途中で他産業に転職、
自己都合退職等

(※1) 介護未経験者、無資格者、無職等
(※2) 公的職業訓練機関における介護職員初任者研修等
(※3) 就労と同時に研修を受講し、事後に研修修了証を
 提出すれば対象となります

【介護・障害福祉の仕事】

群馬県社会福祉協議会

求職者等 一定の研修等終了後…
ジョブチェンジ
（新規参入）

転 職

T O P I C S  <<<<<<< 

3 介護や障害福祉のお仕事に就職してみませんか
「介護分野・障害福祉分野就職支援金貸付事業」

福祉系高校に修学し、介護福祉士を目指す方を応援します
「福祉系高校修学資金貸付事業」

群馬県内で介護等の仕事に
３年間従事すれば全額免除

群馬県内で介護又は障害福
祉の仕事に２年間従事すれ
ば全額免除

最大最大4444万円万円
(高校３年間貸付を受けた場合)

上限上限2020万円万円
(１人あたり１回限り)

　他業種で働かれていた方の介護分野又は
障害福祉分野への参入を促進するため新た
に就職支援金が創設されました。

　貸付事業の詳細については、下記問い合わせ先までご連絡ください。
　また、福祉人材センターでは、県内の介護福祉士養成校や、保育士養成校に在学する方が対象の貸付も行っており
ます！ぜひご相談ください。

❶ �介護職員初任者研修以上の研修を受講し、修了した方
❷ �令和3年4月以降、県内の介護保険法に基づく居宅サービス等を

提供する事業所又は障害福祉サービスを提供する事業所に就労し
た又は就労予定の方

❸ �介護分野及び障害福祉分野での勤務経験がない方
❹ �就労するまでの間に福祉マンパワーセンタ一等において求職登録

を行った方
❺ �就職支援金利用計画書を提出した方
❻ �再就職準備金等の貸付を受けたことがない方

貸付要件

❶ �県内の福祉系高校に在学する方
❷ �高校卒業後、介護福祉士として介護等の業務に従事する予定の方
❸ �福祉系高校から推薦を受けた方
❹ �同種の修学資金を他から受けていない方
❺ �家庭の経済状況等から修学資金の貸付が必要と認められる方

貸付要件貸付金額

貸付金額

返還免除

返還免除

問い合わせ先：福祉人材センター　TEL 027-226-5411
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栗原 弘充さん

� 

青
年
会
議
所
と
は
ど
ん
な
組
織

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
20
～
40
歳
の
青
年
で
構
成
さ
れ
る
、

非
常
に
若
い
団
体
で
す
。
会
員
た
ち

は
、「
奉
仕
」、「
修
練
」、「
友
情
」

の
３
つ
の
信
条
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
豊
富
な
実
戦
経
験

を
積
み
、
会
員
自
ら
の
資
質
を
高

め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
全
国
の
市
区
町
村
に

６
９
１
か
所
、
約
３
万
人
、
群
馬

県
内
は
12
か
所
、
約
７
０
０
人
の

会
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
戦
後
の
復
興
の
た
め

に
始
ま
っ
た
団
体
と
い
う
意
識
か
ら
、

防
災
・
減
災
に
関
す
る
活
動
は
特
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
の
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
運
動
な
ど
、
地
域
に
根

付
い
た
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

決
ま
って
い
ま
す
。
そ
の
他
の
市
町
村
も
、

来
年
度
の
締
結
に
向
け
て
調
整
中
で
す
。

　
ま
た
、
前
橋
、
太
田
、
安
中
、
来
年

に
は
伊
勢
崎
を
加
え
た
４
つ
の
青
年
会
議

所
か
ら
各
市
社
協
へ
会
員
が
出
向
き
、
意

見
交
換
や
会
議
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
、
社
協
と
の
つ
な
が
り

は
ま
す
ま
す
強
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

�
 

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
青
年
会
議
所
の
組
織
は
全
国
に
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
う
ま
く
機
能
す
れ

ば
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
団
体
で
す
の
で
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
が
課
題
で
す
。
例
え
ば
１
つ
の
市
社
協

が
そ
の
地
域
の
青
年
会
議
所
と
協
定
を
締

結
し
た
と
し
て
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
機

能
し
き
れ
ま
せ
ん
。
県
、
そ
し
て
全
国
に

波
及
す
る
こ
と
で
青
年
会
議
所
と
社
協
と

で
最
大
の
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と
思
う

の
で
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
少
し
で
も

進
め
ら
れ
た
ら
と
思
って
い
ま
す
。

　

群
馬
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
と
し
て
も
、
引

き
続
き
防
災
・
減
災
関
連
の
啓
発
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
万
が
一
の
発

災
時
に
は
、
被
災
地
支
援
活
動
を
迅
速
に

地
域
に
展
開
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

�
 

県
社
協
と
日
本
青
年
会
議
所
群
馬
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
で
は
、「
災
害
時
に
お

け
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
災
地
支
援
に
お
い
て
、
青
年
会
議

所
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

青
年
会
議
所
は
地
元
に
根
付
い
た
会

員
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
県
内
各

地
の
被
害
状
況
の
把
握
は
も
ち
ろ
ん
、

必
要
な
物
資
や
資
機
材
の
把
握
、
調
達

が
行
え
ま
す
。
ま
た
、
青
年
会
議
所
の

卒
業
生
に
は
議
員
に
な
る
方
も
多
く
、

そ
う
い
っ
た
つ
な
が
り
を
被
災
地
支
援
の

場
に
活
用
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
強
み
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
現
場
に
行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
こ
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

来
て
く
れ
た
方
の
調
整
や
物
資
の
整
理

な
ど
の
後
方
の
支
援
も
青
年
会
議
所
の

メ
ン
バ
ー
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
し
、

大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 �

協
定
書
の
締
結
を
通
し
て
社
協
と
の

か
か
わ
り
は
変
化
し
ま
し
た
か
。

　
県
内
12
か
所
の
青
年
会
議
所
の
う
ち
、

5
つ
の
青
年
会
議
所
で
協
定
締
結
済
み
、

あ
る
い
は
本
年
度
中
に
締
結
す
る
こ
と
が

　群馬県地域密着型サービス連絡協議会は群馬県内のグループ
ホーム・小規模多機能・認知症デイの事業所が312事業所加入し
ていただいている団体です。毎年、新任者から管理者まで会員事
業所職員を対象としたさまざまな研修や介護の仕事の魅力を伝え
るために一般向けの研修会も開催をしています。これからも介護
の魅力を発信し、認知症の方・高齢者の方を支えていきます。

住所  群馬県前橋市新前橋町13-12
群馬県社会福祉総合センター7F

TEL  027-289-0908　 FAX  027-289-0909
E-mail  renkyou@gunmaken-chiiki.net

● 新任者研修・リーダー研修・マネージャー研修・管理者研修等の開催
● 認知症デイ・小規模多機能・グループホーム大会の開催
● ウエルカム講習・イメチェンプロジェクト（映画上映等）
● 認知症相談窓口研修の開催

群馬県地域密着型サービス連絡協議会

県
社
協
と
日
本
青
年
会
議
所
群
馬
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で

は
、２
０
１
８
年
に「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
協
力
に
関

す
る
協
定
書
」を
締
結
し
、協
力
関
係
を
確
立
さ
せ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、群
馬
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

の
栗
原
会
長
に
詳
し
く
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

◆ 

公
益
社
団
法
人 

日
本
青
年
会
議
所

関
東
地
区 

群
馬
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

会
長 

栗
原 

弘
充
さ
ん

助け合い、支え合う、県社協の仲間を紹介します

つつななががるる
福福祉祉

（上）リーダー研修会
（下）イメチェンプロジェクト

認知症デイ・小規模多機能
グループホーム大会

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
受付時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する
死傷は補償されません。

◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震
　補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様 な々
事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらか
じめ「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より
安心してボランティア活動に参加いただけます。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和３年度

〈SJ20-12302　2020.12.28 作成〉

https://www.fukushihoken.co.jp

事業
内容

インタビュー

県 社 協 会 員 紹 介県 社 協 会 員 紹 介
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上
野
村
は
県
内
最
少
の
人
口
で
あ
り
、

村
民
同
士
で
助
け
合
い
な
が
ら
生
活
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
育
児
か
ら
高
齢
者

に
関
わ
る
こ
と
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
生

活
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
上
野
村
社
協

で
は
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら

村
民
が
自
宅
で
の
生
活
を
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
村
民
の
方
た
ち
か
ら
は
「
買
い
物
に
は

行
き
た
い
け
ど
足
腰
が
痛
く
て
乗
り
合
い

バ
ス
に
乗
れ
な
い
」
や
「
ゴ
ミ
の
分
別
が

複
雑
だ
し
、粗
大
ご
み
を
出
す
の
も
大
変
」、

「
出
産
育
児
で
手
を
貸
し
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
現
在
で
は

「
買
い
物
支
援
」や
「
ゴ
ミ
出
し
支
援
」、「
産

前
産
後
子
育
て
支
援
」
な
ど
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
時
代
に
合
わ
せ
て
様
々
な

問
題
が
で
て
く
る
な
か
で
、
村
民
が
自
分

ら
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
け
る
よ
う
に
村

民
と
協
力
し
、
様
々
な
事
業
展
開
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

上
野
村
で
末
永
く

生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て

社会福祉法人

上野村社会福祉協議会
群馬県多野郡上野村大字乙父
630番地の１
TEL　0274－59－2592
FAX　0274－59－2058

上野村社会福祉協議会
ホームページ

社協
レポート

まちの

各市町村社協の
取り組み、活動を
レポートします

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
受付時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する
死傷は補償されません。

◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震
　補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様 な々
事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらか
じめ「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より
安心してボランティア活動に参加いただけます。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和３年度

〈SJ20-12302　2020.12.28 作成〉

https://www.fukushihoken.co.jp

これからも村民の皆様が自宅で自分ら
しく生活できるよう精一杯頑張ります。

職員からひと言

買い物支援

7 福祉ぐんま No.279



INFORMATION

編集／発行
社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　https://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　令和４年１月１日

お 知 ら せ

北関東雪印メグミルク協会から
車椅子が寄贈されました

お給料をもらいながら福祉の仕事を体験できます
～無資格・未経験者・子育て中の方・シニアの方も大歓迎です！～

　令和３年11月18日（木）に、北関東雪印メグミ
ルク協会から、車椅子の寄贈がありました。
　北関東雪印メグミ
ルク協会による車椅
子寄贈は平成26年か
ら始まり、現在まで
に延べ21台が寄贈さ
れました。
　今後、車椅子は県
内関係機関に寄贈さ
れ、地域福祉の推進
のために活用されま
す。

※ 体験開始前、体験中、体験終了後、いつでも介護職員相談サポー
トセンターがあなたの気持ちに寄り添います。

まずは、マンパワーセンターまで
ご相談ください!!

ステップ１ ステップ２ ステップ３

マンパワーセン
ター等で相談・
事業所選び

体験を活かして、
就職活動！
福祉マンパワー
センター等がお
手伝いをします。

体験先施設と面
接し、雇用条件・
体験内容を相談

体験先の施設職員
の指示に従って体
験。福祉の魅力を
感じてください。

相 談
就 活

施設と
面接

体 験

体験ステップ！

お問い合わせ：群馬県福祉マンパワーセンター　☎ 027-255-6600

　「今年こそは○○する！」新年を迎え、新たなことにチャレンジ
するひとも多いのではないでしょうか。今年の干支は壬寅「陽気
を孕み、春の胎動を助く」だそうです。まさに新たなことを始め
るのにぴったりです。コロナ禍の自粛が長引き、近頃ではオンラ
インサービスが益々充実してきました。
　飲食店のテイクアウトサービスや、在宅ワーク、オンライン授業、
ネットショッピング…様々なことが自宅に居ながらにしてできて
しまいます。習い事もオンラインで気軽にチャレンジ！さあ、何
を始めてみようかな？

� 編集委員　県保育協議会　中曽根啓太

社会福祉法人
群馬県社会福祉協議会
会長  川原 武男

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
昨
年
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
改
正
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
、
県

内
で
は
５
つ
の
市
町
村
に
お
い
て
移
行
準

備
事
業
へ
の
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
た
な
事
業
は
、
市
町
村
が
実
施

主
体
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
市
町
村

社
協
や
福
祉
関
係
者
を
中
心
に
、
多
様
な

主
体
に
よ
り
構
築
さ
れ
て
き
た
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
よ
り
多
く
の
市
町
村
に
お
い

て
取
組
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
包
括
的
な

支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
皆
様
と
の

更
な
る
連
携
・
協
働
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
刻
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
終
息
し
、
本
来
の
地
域
の
つ
な
が

り
が
取
り
戻
せ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
新

春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ と が き
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